







その他のタイトル Simulation program of hearing loss for deaf


















































































































































⑤ 誕生日の順番に並んで下さい。先頭が 1 月 1 日、最後が





















































































































































































・口形が見えないと [ 全くわからない、不安、やる気がなくなる ]。
・読話には集中力が必要で、長文、複雑な内容の読み取りは大変である。
予 測 や 類 推 な
ど で 指 示 さ れ
た 内 容 を 理 解
していること
・指示内容がわからなくて、[ 皆のまねをして行動する。聴者について行くだけ ]。　 
・周りの様子・行動を見て、[ 想像・予測・類推 ] して、[ 勘 ] を働かせて行動する。  
・それまでの課題の流れなどから行動の仕方を予測できた。






予 測 や 類 推 で
指 示 内 容 を 理
解 し て い る も
の の、 常 に 曖





・見ただけでは分からない細かい指示内容に合わせて行動するのは [ 難しい・戸惑う・混乱する ]。



























・その場の状況や怒っている理由が飲み込めないまま、怒られるのは [ 怖い、不安、困惑 ]。
・教室の雰囲気も悪くなり、全て話がわからない自分のせいだと思ってしまう。
自分に教えてくれた聴者が注意された場合
・自分のせいなので [ すまない、申し訳ない ] という気持ちになる。






































































聴 覚 障 害 者 と
し て 必 要 な 支
援
・口を大きくあけて、ゆっくり話してほしい。そうするとわかりやすい。





































































　卓球をする際に音はあまり必要ないのではないかと思ってきたのだが、 実際は違うのではないだろうか ･･････ 聴者との
試合を積み重ねていくうちに私たちは卓球と音との関係性を強く感じるようになっていった。
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